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き
っ
か
わ
・
た
け
お
　

年

昭

東
大
院
博
士
課
程
単
位

取
得
。

年
同
大
博
士
号
取
得
。

東
大
社
会
科
学
研
究
所
教
授
な
ど

を
経
て

年
一
橋
大
院
教
授
。
和

歌
山
県
出
身
、

歳
。

　
原
子
力
発
電
所
の
新
し
い
安
全

基
準
が
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会

に
よ
っ
て
７
月
８
日
に
施
行
さ
れ

る
。
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
っ
て
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く

揺
ら
ぎ
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
入
増
加
で

貿
易
赤
字
が
ふ
く
ら
ん
だ
が
、
原

発
の
再
稼
働
に
向
け
た
道
筋
が
よ

う
や
く
見
え
て
き
た
格
好
だ
。
ま

た
、
米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
な
ど

安
価
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
入
へ
の
期
待

や
太
陽
光
、
風
力
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
向
け
た
各

種
政
策
も
充
実
し
て
き
た
。
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
電
力
業
界
に
く
わ
し

い
橘
川
武
郎
一
橋
大
学
大
学
院
教

授
に
話
を
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―
橘
川
教
授
も
メ
ン
バ
ー
の
総

合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

経

済
産
業
相
の
諮
問
機
関

の
総
合

部
会
で
は
、
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
の
策
定
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
年
末
ま
で
に
は
一
定
の
方
向

性
が
ま
と
ま
る
と
思
う
が
、
原
子

力
や
火
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
比
率
を
定
め
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
盛
り
込
ま
な
い

と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
数
字
が

な
け
れ
ば
企
業
の
設
備
投
資
な
ど

に
影
響
が
出
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
の
議
論
も
あ
る
程
度
進
め

る
べ
き
だ
」

　
―
原
発
の
長
期
稼
働
停
止
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
は
。

　
「
震
災
で
壊
れ
た
火
力
発
電
所

の
修
復
や
新
増
設
、
老
朽
火
力
の

運
転
で
電
力
の
供
給
不
安
と
い
う

点
で
は
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
、

燃
料
費
の
増
加
か
ら
電
力
会
社
の

値
上
げ
が
相
次
い
で
い
る
。
貿
易

赤
字
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

国
富
が
海
外
に
流
出
し
て
い
る
。

ま
さ
に
国
難
と
い
う
事
態
だ
。
そ

れ
に
表
に
は
出
て
い
な
い
が
、
例

え
ば
工
場
新
設
な
ど
企
業
の
設
備

投
資
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
か
ら
日

本
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
恐
れ
も
あ

る
。
こ
う
い
う
機
会
損
失
の
影
響

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

　
―
一
方
で
、
７
月
に
原
発
の
新

規
制
基
準
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
「
当
面
は
比
較
的
新
し
い
加
圧

水
型
が
順
次
再
稼
働
し
て
い
く
だ

ろ
う
。
た
だ
、
稼
働
か
ら

年
廃

炉
の
原
則
に
沿
え
ば
２
０
３
０
年

ご
ろ
に
は
稼
働
停
止
す
る
原
発
も

多
く
な
る
。
そ
の
穴
を
何
で
埋
め

る
か
。
石
炭
火
力
が
見
直
さ
れ
て

い
る
が
、
温
暖
化
問
題
か
ら
多
く

の
新
設
は
無
理
だ
ろ
う
。
二
酸
化

炭
素
の
回
収
貯
留

Ｃ
Ｃ
Ｓ

技

術
で
も
限
界
は
あ
る
。
や
は
り
天

然
ガ
ス
に
期
待
す
る
ほ
か
な
い
」

　
―
米
国
の
安
価
な
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
が
日
本
向
け
に
輸
出
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
対
す
る
期
待
は
。

　
「
日
本
向
け
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
１
０

０
万
Ｂ
Ｔ
Ｕ

英
国
熱
量
単
位

当
た
り

を
超
え
て
い
る
。
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
な
ら
日
本
ま
で
の
輸

送
費
や
液
化
の
コ
ス
ト
を
入
れ
て

も

―

く
ら
い
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
か
ら

の
天
然
ガ
ス
の
輸
入
も
そ
う
だ

が
、
中
東
だ
け
で
な
く
、
多
角
的

に
天
然
ガ
ス
を
調
達
す
る
こ
と
で

価
格
交
渉
力
が
生
ま
れ
る
。
場
合

に
よ
っ
て
は
日
本
だ
け
で
な
く
韓

国
と
組
ん
で
一
体
と
な
っ
て
価
格

交
渉
を
す
る
こ
と
も
必
要
だ
」

　
―
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
つ
い
て
は
。

　
「
電
力
と
し
て
不
安
定
な
の
で

地
熱
以
外
は
ベ
ー
ス

基
盤

電

源
に
は
向
い
て
い
な
い
が
、
風
力

は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。
後
押

し
す
る
た
め
、
一
層
の
規
制
緩
和

が
必
要
だ
。
ま
た
、
太
陽
光
も
屋

根
貸
し
な
ど
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

進
め
ば
十
分
に
期
待
で
き
る
」

　
安
倍
晋
三
政
権
が
掲
げ
る
経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
。
安
倍
内
閣
は
６
月

日
の
閣
議
で
、
経
済
財
政
運
営
の
指
針
で
あ
る
「
骨
太
の
方
針
」
と
、
民
間
投
資

の
国
内
回
帰
や
産
業
構
造
転
換
な
ど
を
柱
と
す
る
「
成
長
戦
略
」
を
決
定
。
７
月

の
参
院
選
を
経
て
政
権
の
安
定
基
盤
を
確
立
し
た
後
、
日
本
再
生
に
向
け
た
政
策

を
実
行
に
移
す
。
成
長
戦
略
の
具
体
化
で
は
経
済
界
が
指
摘
す
る
「
６
重
苦
」
の

一
つ
で
、
事
業
活
動
に
不
可
欠
な
電
力
安
定
供
給
の
回
復
と
エ
ネ
調
達
コ
ス
ト
の

低
減
が
欠
か
せ
な
い
。
安
倍
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
立
て
直
し
に
、
経
済
界
は

熱
い
視
線
を
注
い
で
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
立
て
直
し
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成
長
戦
略
の
柱
で
あ
る
企

業
の
国
内
投
資
喚
起
と
産
業

構
造
の
転
換
。
成
熟
産
業
か

ら
成
長
産
業
へ
人
、
モ
ノ
、

資
金
と
い
っ
た
企
業
の
経
営

資
源
を
移
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
新
た
な
成
長
市
場
と
地

域
の
雇
用
を
生
み
出
そ
う
と

す
る
産
業
の
新
陳
代
謝
が
狙

い
だ
。

　
企
業
の
投
資
活
動
が
国
内

で
活
性
化
す
る
か
ど
う
か

は
、
日
本
の
立
地
競
争
力
が

世
界
の
中
で
優
位
に
立
つ
こ

と
と
同
義
。
成
長
市
場
の
ア

ジ
ア
新
興
国
に
投
資
を
集
中

す
る
、
日
本
企
業
や
外
資
を

呼
び
込
む
こ
と
な
し
に
、
成

長
戦
略
の
実
現
は
難
し
い
。

そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
。
な
か
で
も
求

め
ら
れ
る
の
は
、
産
業
活
動

に
欠
か
せ
な
い
電
力
の
安
定

供
給
だ
。

　
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
と
、
東

京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
の
事
故
か
ら
２
年
３
カ

月
余
り
。
「
２
０
３
０
年
代

に
原
発
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
た
民

主
党
前
政
権
か
ら
、
自
民
・

公
明
連
立
政
権
に
交
代
。
安

倍
首
相
は
民
主
党
の

脱
原

発

政
策
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
す
こ
と
を
表
明
。
エ
ネ

政
策
は
現
実
路
線
に
か
じ
を

戻
す
新
た
な
局
面
を
迎
え
て

い
る
。

　
原
発
事
故
後
、
発
電
容
量

の
約
３
割
を
担
っ
て
い
た
全

国
の
定
期
点
検
明
け
原
発

は
、
再
稼
働
を
見
送
り
ベ
ー

ス
電
源
か
ら
離
脱
。

年
夏

に
再
稼
働
し
た
関
西
電
力
大

飯
原
発

福
井
県
お
お
い

町

３
、
４
号
機
を
除
き
、

全
国
で

基
の
原
発
が
停
止

し
て
い
る
。

　
そ
の
穴
は
石
炭
や
液
化
天

然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

火
力
が

埋
め
、
火
力
比
率
は
約
６
割

か
ら
９
割
に
上
昇
。
こ
の
急

激
な
火
力
比
率
ア
ッ
プ
が
、

電
源
ミ
ッ
ク
ス
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
、
発
電
コ
ス
ト
の
上

昇
を
招
い
た
。
東
京
電
力
な

ど
全
国
で
大
手
６
電
力
が
料

金
引
き
上
げ
に
踏
み
出
し

た
。
原
発
が
再
稼
働
で
き
な

い
大
手
電
力
は
、
電
気
を
火

力
で
安
定
供
給
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
の
た
め
燃
料
費
が

か
さ
み
大
手
や
中
小
企
業
の

経
営
を
圧
迫
。
成
長
戦
略
を

け
ん
引
す
る
経
済
界
に
、
負

担
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　
た
だ
、
状
況
は
打
開
に
向

け
動
き
だ
し
つ
つ
あ
る
。
原

子
力
規
制
委
員
会
は
６
月

日
に
、
原
発
の
再
稼
働
認
可

に
適
用
す
る
「
新
規
制
基

準
」
を
７
月
８
日
に
施
行
す

る
こ
と
を
決
定
。
基
準
に
適

合
す
る
原
発
は
再
稼
働
を
認

め
る
。
原
発
が
立
地
す
る
自

治
体
や
地
元
の
理
解
は
、
電

力
会
社
任
せ
に
せ
ず
、
政
府

が
前
面
に
出
て
説
明
す
る
方

針
だ
。

　
規
制
委
員
会
の
適
合
検
査

体
制
は
総
勢
約

人
。
３
チ

ー
ム
を
編
成
し
全
国
の
原
発

検
査
に
臨
む
。
電
力
会
社
の

申
請
を
受
け
付
け
た
後
、
検

査
の
順
番
を
ど
う
す
る
か
、

検
査
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足

し
た
場
合
の
対
策
と
い
っ
た

課
題
は
あ
る
も
の
の
、
田
中

俊
一
委
員
長
は
「
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
効
率
的
に

検

査
を

や
り
た
い
」
と
の
方

針
を
示
し
た
。
「
規
制
委
員

会
が
新
規
制
基
準
で
安
全
だ

と
認
め
た
原
発
は
再
稼
働
す

る
」

茂
木
敏
充
経
済
産
業

相

と
の
政
府
方
針
が
、
具

体
化
に
向
け
動
き
だ
す
。

　
残
る
課
題
は
民
主
党
前
政

権
で
約
１
年
に
及
ぶ
議
論
の

末
、
最
終
的
に
結
論
を
得
ら

れ
ず
棚
上
げ
さ
れ
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
見
直

し
作
業
。
茂
木
経
産
相
は

年
内
に
取
り
ま
と
め
た
い
意

向
だ
。
現
行
の
エ
ネ
基
本
計

画
は

年
に
策
定
。
民
主
党

の
鳩
山
由
紀
夫
首
相

当

時

が

年
に
、
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

を
「
２
０
２

０
年
に
１
９
９
０
年
比

％

削
減
」
す
る
と
の
国
際
公
約

を
受
け
、
エ
ネ
基
本
計
画
で

は
原
発
比
率
を

％
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　
安
倍
政
権
は
こ
の
削
減
目

標
も
見
直
す
方
針
。

月
の

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ

Ｐ

ま
で
に
新
目
標
を
設

定
す
る
。
安
倍
首
相
は
民
主

党
と
の
政
権
運
営
の
違
い
を

「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実

現
す
る
内
閣
だ
」
と
自
負
す

る
。
エ
ネ
政
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
経
済
界
は
、
そ
の

実
行
力
に
期
待
し
て
い
る
。


